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ヘッドライン　身近なもので簡単にできる化学実験
　化学と教育誌では，実験の頁として，「ビギナーのための実験マニュアル」，「5分間デモ実
験」があるが，どちらも教科書に準拠した実験を扱っている。今回は，各先生方が，身近なも
のを使って工夫を凝らした簡単にできる化学実験を紹介する。身近なものを使うことによっ
て，実験の準備もしやすくなり，生徒が実験する際も敷居が低くなり，実験をしやすくなる。
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水分解光触媒による太陽光を利用した水素製造 加藤英樹
アンモニア合成と利用における新たな展開 難波哲哉
蓄電池の役割と革新的な蓄電池の開発 金村聖志
化合物半導体太陽電池とそれを用いた低コスト水素製造への挑戦 中村元志

次号ヘッドライン エネルギーの創蓄を化学で考える

　鹿児島県立錦江湾高等学校は，県内初の理数科を有する高校として，昭和 46 年，
鹿児島市南部，眼下に鹿児島湾，その先に桜島を臨む地に設立されました。最初の
SSH 指定（平成 17 年）も県内初。創立から 49 年，絶えず鹿児島県の高校理数教
育の先駆的役割を担ってきました。SSHも平成 29 年度から 3期目を迎え，これま
での実績の上に，その取組を普通科にも拡大，大学などとの連携もさらに深化させ
て，生き方を論理的・計画的にデザインし，未来を切り開いていくイノベーティブ
な人材を全校体制で育成しています。

表紙の言葉　鹿児島県立錦江湾高等学校


